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1. 緒 言 

海水温と塩濃度の季節や時間による変動は, 

プランクトンや藻の生育状況に影響を及ぼす. 

これらの変動要因はおもに, 気温や潮汐によ

るものである. さらに河口付近では, 河川水の

流入や潮汐により淡水と海水が入り交じるた

め, 海水温や塩濃度に複雑な変動が起こる[1]. 

したがって, 水中の生態系に影響を与えるた

め, 漁業者等にとって海洋データを把握する

ことが重要である.  

そこで, 本研究室では, 潮流の激しい山口県

周防大島町の沿岸部における海水温と塩濃度

を観測している. また, 先行研究では, 海中の

温度を 4 箇所まで測定することのできる水温

観測ノード(A, B, C, D ノード)と海中の塩濃度

を測定することのできる塩濃度観測ノードを

用いている. そして, 同じ場所の海洋データを

取得するために水温観測ノードの内, B ノード

のみに塩濃度観測ノードが組み込まれている

[2]. しかし, 塩濃度観測ノードは長時間, 運用

すると 3 種類の異なる深度データの内１つの

データが欠落することが確認された[3]. さら

に,  2021 年 4 月から不定期で観測ノードを用

いた観測実験を行った結果, B ノードにおいて, 

組み込まれている塩濃度計の消費電力が大き

い事がわかった. そのため, 水温観測ノード(B

ノード)の観測が他ノード(A, C, D ノード)に比

較して, 止まることが多かった. 

そこで, 本稿では, 観測ノードの改善とその

結果を説明する. つぎに, 2021 年 9 月に行った

他種の水温観測ノードにおける通信実験の結

果を述べる. 

2. 実験内容 

先行研究と 4 月からの観測実験で,   

(a) 3 種類の異なる深度データの内, 1 つのデー

タが欠落すること,  

(b) B ノードにおいて, 観測が他ノードと比較

して止まることが多いこと,  

が問題に挙げられた. これらの要因は塩濃度

計の消費電力であると考えた. そこで, B ノー

ドの, 水温モジュールと塩濃度モジュールに

共通で電力を供給している電源部を分離し , 

塩濃度モジュールに電源部を新しく加えるこ

とにした.  

つぎに, 2021年 9月 8 日, 9 日の 2 日間, 大島

商船高専千葉研究室に協力いただき周防大島

(高専キャンパス内)-笠佐島間において水温観

測ノード 2 基(C, D ノード)と基地局間で LoRa

の通信実験を行った. 観測ノードから送信さ

れたデータを受信する基地局と D ノードを大

島商船高専のキャンパス内に設置した. そし

て, Dノードは基地局から約 2km離れた笠佐島

の港に設置した.  

3. 結 果 

図 1はBノードの水温観測ノードである. 図

2 は切り離し, 電源部を追加した塩濃度観測ノ

ードである. 水温モジュールと塩濃度モジュ

ールを分離させた結果, 独立した動作が可能

となった. ただし, 水温観測ノードと塩濃度観

測ノードを同時に動作させると, どちらも基



地局側でデータが受信できなくなった. しか

し, 水温観測ノードに他ノード用のマイコン

を接続すると受信することが確認された . こ

の因果関係については今後も調査する予定で

ある.  

図3と図4は, 観測実験の観測データである.  

また, 両グラフの極端な温度変化は, 実験中に

観測ノードのプローブを陸上に引き上げたた

めである. 図 3 からは, C ノードの通信が確認

できる. 水温か正常に送信されていることか

ら LoRaを用いて, 基地局から約 2km離れた通

信が可能であることがわかった. 図 4 の D ノ

ードの通信結果からは, 実際の海水温とノー

ドで観測した水温が異なっていることがわか

った. これは, 制御部に用いている ESP32 の

A/D 変換器を校正することで改善が可能であ

ると考察している.  

4. 結 言 

今回の実験結果から,   

(a) B ノードと塩濃度ノードが同時に動作させ

ることが出来ないが, 他ノード用マイコン

では動作可能であること,  

(b) ESP32 の読取り値に誤差が生じること,  

(c) LoRa で 2km 以上の通信距離が確認できた

こと,  

がわかった. 今後は, 上記の 2 つの問題(a), (b)

の原因を特定し解決する. 観測ノードは, 小型

で低消費電力を目指し, 新たな発電源として

潮流発電なども検討する . そのために文献

[2][3]を参考に, ノードの消費電力を再計算す

る必要がある. また, 本実験は遠隔で行ったが, 

実際に山口県周防大島町の沿岸に行き, フィ

ールド実験も行う予定である. 
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図 1 Bノードにおける水温観測ノード 

 

 
図 2 Bノードにおける塩濃度観測ノード 

 

 
図 3 Cノードの温度変動 

 

 
図 4 Dノードの温度変動 

 


